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生態系という考え方

環境汚染から地球環境問題

緑から砂漠（砂漠化）

オゾンホール

地球温暖化など

　　　　ヒトだけでなくて、

　　　　地球上に住む生物すべてに影響

身の回りを見渡すと

健康と直接関係するもの

　　生存不可欠（水、空気、栄養素）、

　　都合の良いもの(医薬品、食品添加物、農薬）

　　不必要(汚染物質ほか）
間接的に影響するもの

　　フロンガス、CO2

CO2、平均気温、海水面の上昇

日本地上気温の平年差

外部環境と内部環境

ホメオスターシス(homeostasis)
　　体内の状態を維持しようとする働き

　暴露　体外からの働きかけ

　吸収　呼吸器、消化器、皮膚・粘膜ほか

　分布　血液・リンパ液、標的臓器

　代謝　酸化・還元、抱合化、基質化
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暴露　
　　　　
　　　　
吸収　
　　　　
代謝　

分布　
　　　　
　　　
排泄

量ー影響関係の模式図

量ー反応曲線

ED５０＝半数影響量　　LD５０＝半数致死量

健康に関係する環境要因

物理的要因

化学的要因

生物的要因

水

衣食住

生活環境の構成図
物理的要因

温熱　気温、湿度、気流、輻射熱（４要素）

　　　　　　　有効温度、不快指数

騒音　

放射線

　　　電離放射線（γ、X、α、β、中性子線
　　　非電離放射線（電波、赤外線、可視光線、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紫外線）

気圧　高山病、酸素欠乏、減圧症

粉塵（珪素、アスベスト）、浮遊粒子状物質
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有効温度図表

乾球温度と、
湿球温度、気流から
有効温度を判定する。

上衣を着けた軽作業時

主な温熱指標と特徴

生活環境の騒音レベル 大気圧と標高の関係

化学的要因

あらゆる化学物質（金属、有機溶剤、ガス、農薬）

経口、経気道、経皮、経粘膜、血管

量ー反応曲線

毒性試験

　　　一般毒性試験

　　　　　急性毒性試験（LD50）
　　　　　慢性毒性試験（最大無毒性量）

　　　特殊毒性試験

　　　　　催奇形性試験、内分泌攪乱化学物質試験

　　　　　発がん性試験、突然変異試験

生物的要因

植物　スギ花粉

微生物

　　（プリオン）

　　ウイルス

　　リケッチア・クラミジア

　　細菌、真菌、寄生虫

有害動物？

　　キタキツネ、クマ、イノシシ
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水

生理的必要量

水の循環＝自浄作用がある（生態系）

上水道　水質基準

下水道・下水処理　水質基準

環境基準

水質汚濁の指標

上水

水質基準

　　　基準項目５０項目

　　　管理目標設定項目（農薬101種など）
　　　病原性微生物（ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑなど）の除去

水源、取水、導水、浄水場、送水、配水

浄水法　緩速濾過と急速濾過

遊離残留塩素、結合型残留塩素

下水

生活排水、産業排水、雨水

嫌気性処理

好気性処理　活性汚泥法

高度処理

下水の水質指標

　　透明度、ｐH、浮遊物質SS、溶存酸素DO、
　　生物化学的酸素要求量BOD、
　　化学的酸素要求量COD
　　有害物質、一般細菌群、大腸菌群

活性汚泥法による下水処理過程
水質汚濁

有機水銀　水俣病、第二水俣病、中国やブラジル

カドミウム　イタイイタイ病

環境基準

　　健康の保護に関する基準（健康項目）２６項目

　　生活環境の保全に関する基準（生活環境項目）

　　　河川、湖沼、海域別に、ｐH、BOD（河川）、
　　　COD（湖沼、海域）、SS、DO、大腸菌群
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ヒト健康保護に関する環境基準
食品１
食中毒

　　自然毒　動物性、植物性

　　化学毒　残留農薬

　　　　　　　有害物質混入(PCB,ヒ素、ダイオキシン）
　　　　　　　食品変性

　　病原性微生物

　　　　感染型（ｻﾙﾓﾈﾗ、腸炎ﾋﾞﾌﾞﾘｵ、ｶﾝﾋﾟﾛﾊﾞｸﾀｰ）

　　　　中間型（ｳｴﾙｼｭ菌）

　　　　毒素型（ﾎﾞﾂﾘﾇｽ、黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌）

　　　　　　　注意　消化器系伝染病とは区別

食中毒患者数の推移 食中毒の分類

食品２
食品添加物

　　　変質腐敗の防止

　　　品質の改良・保持

　　　嗜好性の向上

　　　栄養の強化

遺伝子組み換え食品

食物連鎖、生物的濃縮（水銀、DDT、BSE)

住居

空気環境、空気汚染

　　　　ガス状物質と粒子状物質

シックハウス症候群

　　　　揮発性有機化合物VOC
バリアフリー　

高層階
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生活環境の構成図
公害

公害対策基本法　典型７公害に環境基準

　　大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、

　　振動、地盤沈下、悪臭

自然環境保全法（72年）
環境基本法（93年）
環境省2001年

典型７公害の苦情件数推移
大気汚染の環境基準（主なもの）

公害裁判
水俣病　　有機水銀の生物的濃縮

　　　ハンターラッセル症候群

　　　　　手足口のしびれ、歩行異常、視野狭窄

　　　胎児性水俣病

イタイイタイ病　　鉱山排水中のカドミウムが水稲

　　　骨腎障害

慢性ヒ素中毒

　　　鉱山の亜ヒ素、旧陸軍の化学兵器

四日市喘息　石油コンビナートからのSOxなど
国道４３号線　自動車の排ガスNoｘなど

廃棄物（リサイクル？）

一般廃棄物　（市町村が責任）

　　ごみ　家庭系、事業系（ダイオキシン対策）

　　し尿　

　　特別管理一般廃棄物（家電、PCなど）
産業廃棄物（排出企業が責任、マニフェスト）

　　特別管理産業廃棄物（医療廃棄物）

　　事業活動に伴う19種類
　　　（汚泥、廃酸、廃アルカリ、廃プラスティックなど）
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環境の管理

環境モニタリング　（環境保健モニタリング、
環境保健サーベイランス）

環境基準　

環境アセスメント制度

温暖化とオゾン層破壊の防止

化学物質対策　

環境の評価

環境リスクの考え方

　リスクとは　望ましくない事象、

　　　　　　　　あるいはそれが起こる確率

リスク研究、リスク評価、リスク管理

　　　有害性の確認、量反応関係、暴露評価

環境リスクの管理（ ３原則）

　　セロリスク、リスク一定、リスクベネフィット

環境リスク対策の枠組み これからの環境問題

持続可能な開発

　　　　sustainable development
企業等における環境管理

　　　　ISO14000シリーズ
　　環境問題と合わせて、

　　人の健康をどう考えるか


